
  　 　 　 　 　 　 　 　       

1　事業の概要

①　成果目標

②　事業内容

２　今後の事業の方向性

事業番号 05 01 05 事業改善シート （25年度実施事業分）　　□予算要求　　□予算案　　　■点検

事　業　名 厚生統計調査事業 担
当
課

部局 健康福祉部

6-2いきいきと安心して暮らせる社会づくり 実施期間 毎年実施

課・室 健康福祉政策課

総合５か年
計画

プロジェクト  E-mail kenko-fukushi@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開
6-1健康で長生きできる地域づくり

県が関与
する理由

目指す姿
人口動態調査、国民生活基礎調査等各種統計調査を適正に実施し、保健福祉行政の基礎資料を収集する。

現状 厚生労働省からの委託を受け、各種厚生統計調査を実施している。
集計された統計情報は、保健福祉行政の基礎資料として活用されている。

県でなければ実施不可（法令等義務）

県民との協働による実施： 困難

【左記の説明、根拠法令等】

統計法、人口動態調査令、地域保健法等

事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H25事業実績
H25

成果目標・
事業内容

適正に調査を実施し、行政資料への活用に努める。

社会福祉統計調査 直接

【国民生活基礎調査】
平成22年国勢調査の調査地区の中から、35地区程度
を抽出し（1地区当たり50世帯の見込み）、所得、社会
保険料等、国民生活の基礎的事項を調査する。（H25
は3年に1回の大規模調査年）
【その他】
社会保障制度企画調査、福祉行政報告例等

4,426 4,426 1,415

H26

（当初） （決算） （当初）

保健統計調査 直接

【人口動態調査】
「戸籍法」及び「死産の届出に関する規程」による届出
書その他関係書類に基づき、市町村が作成した調査
票（出生・死亡・婚姻・離婚・死産）を保健福祉事務所を
通じて収集し、所定の期限までに厚生労働省へ報告す
る。
【国民生活基礎調査】
平成22年国勢調査の調査地区の中から、100地区程度
を抽出し（1地区当たり50世帯の見込み）、保健、医療
等国民生活の基礎的事項を調査する。（H25は3年に1
回の大規模調査年）
【その他】
医療施設動態調査、社会保障・人口問題基本調査等

11,059 11,059 10,292

＊一部調査では調査員を設置し、調査票の回収を
行っています。

合計 15,485 15,485 11,707

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

23年度 24年度 25年度 26年度 成果目標の達成状況

予
算
額

Ｈ２５ H26
目標

項目
H24末

（実績） 目標 成果 達成状況9,060 14,532 15,485 11,707

-
9,060 14,532 15,485 11,707

保健統計調
査

８調査 ８調査 ８調査 達成

達成 -
11,707 社会福祉統計調

査
４調査 ４調査 ４調査

9,060 14,532 15,485

0 0 0 0

24,774

概　算
人件費

3.00 3.00 3.00 3.00

9,060 14,532 15,485 決　　算　　額（B）

今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか。

　　□ 事業を実施しない　　　　　□ 事業を見直して実施　　　　　■ 事業を現行どおり実施

国の実施計画通り、適正に調査を実施したい。

36,481

目標に対
する成果
の状況

保健統計調査、社会福祉調査共に、目標通り調査を実施した。

33,834 39,306 40,259

24,774 24,774 24,774

 職　　員　　数（人）

 概　算　人　件　費 （Ｃ）

 概　算　事　業　費（B（A）+C）

区　　分（単位：千円）

前　年　度　繰　越

当　　初　　予　　算

補　　正　　予　　算

合　　計　　（A)

　国　　庫　　支　　出　　金

　県　　　　債

　そ　の　他　（　繰入金　）

　一　　般　　財　　源

Aの
財源

mailto:kenko-fukushi@pref.nagano.lg.jp

